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   This production is an international collaborative project between BIRD 

Theatre Company TOTTORI, a theater company based in Tottori that 

carries out creative activities together with people with disabilities through 

their project JIYU Gekijo-Freedom Theatre, and Theater Breaking Through 

Barriers (TBTB), an off-Broadway theater company in the United States.

   In Japan, with the promulgation and enforcement in June 2018 of the 

Act on the Promotion of Cultural and Artistic Activities by Persons with 

Disabilities, which I was involved in as a member of the expert panel, and 

the hosting of the 2020 Tokyo Olympics and Paralympics, the idea that 

everyone, regardless of disability, has an equal right to enjoy arts and 

culture has been increasingly shared throughout society, with growing 

attention on creative activities involving people with diverse bodies and 

backgrounds.

   First, let’s look at the origin of JIYU Gekijo-Freedom Theatre. In 2014, 

BIRD Theatre Company TOTTORI collaborated with people with various 

disabilities to create theater productions for the 14th National Arts and 

Culture Festival for Persons with Disabilities held in Tottori Prefecture. 

They staged CHEKHOV’s Three Sisters, which led to the birth of JIYU 

Gekijo-Freedom Theatre as a project produced by BIRD Theatre Company. 

It is quite rare and valuable for a project like this to come out of the 

National Arts and Culture Festival for Persons with Disabilities, which is a 

national initiative, and remain ongoing.

   

   At the time of this performance, I interviewed the director, NAKASHIMA 

Makoto, who is also the artistic director of BIRD Theatre Company, about 

the purpose of JIYU Gekijo-Freedom Theatre. Nakashima points out that 

people with disabilities are often first noticed for their disabilities or 

limitations, and it is less common for others to recognize their humanity 

beyond those challenges. This is especially true in culture and the arts, 

where the presence of a disability can often be overemphasized in the 

evaluation of a person’s creative work. Simply because someone has a 

disability, their abilities tend to be underestimated.

   The goal of JIYU Gekijo-Freedom Theatre is to create a space for people 

with disabilities to perform. While people with disabilities may be provided 

with the bare minimum environment for survival within the framework 

of social welfare, it is not necessarily a “free” (the meaning of JIYU) 

environment for them. Nakashima wants both participants and audience 

members to feel a sense of “freedom,” which is one of the most important 

aspects of being human, through the medium of theater.

   Nakashima also notes that for humans, freedom of choice only becomes 

meaningful when there is freedom in both objects and actions, and this 

reflects the fundamental difference in the purpose of welfare and artistic 

activities.

Relationship with TBTB

   TBTB and JIYU Gekijo-Freedom Theatre (BIRD Theatre Company) have 

been nurturing a relationship since 2014. Nakashima says that he chose 

TBTB because, “At that time, I could hardly find any theater groups in 
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Japan involving people with disabilities, so I searched on the web and 

found TBTB.” Approaches to disability differ between countries, and 

TBTB creates conversation plays that make disability a theme, sometimes 

using humor. These plays have been well-received by general audiences. 

JIYU Gekijo-Freedom Theatre has also staged performances with actors 

in wheelchairs playing Shakespearean characters, which I presume 

was influenced by TBTB. This goes beyond the framework of disability, 

inspiring new possibilities in acting.

   TBTB was invited to perform at the BIRD Theatre Festival TOTTORI in 

2014, 2017, and 2018. In 2014, they performed a collection of short plays; 

in 2017, The Other Plays: Theater + Dance = Inclusion; and in 2018, The 

Fourth Wall . Since 2014, JIYU Gekijo-Freedom Theatre’s activities have 

mainly revolved around annual performances at the BIRD Theatre Festival. 

Inviting TBTB to the festival initiated the exchange between the two 

groups.

   Originally, a joint production was planned for 2020 in the lead-up to 

the Tokyo Olympic and Paralympic Games, but it was postponed due to 

the spread of COVID-19. In 2021, amid the pandemic, they produced two 

video works using Zoom: CTRL L, based on Shakespeare’s A Midsummer 

Night’s Dream, and THE CASTING PARTY.

From the online work THE CASTING PARTY

From the online work CTRL L
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鳥の演劇祭では、観客や参加者の皆さまと運営スタッフの健康と安全の確保を最優先

とし、ガイドラインを設け、衛生管理対策を講じた上で開催いたします。

鳥の演劇祭15の

新型コロナウイルス感染症予防対策

観客や参加者同士が十分な距離を取れる広さの場所、

定員でプログラムを実施します。

各所に消毒用アルコールを設置します。

ご来場時に検温を実施します。

（37.5度以上の発熱がある方は、ご入場をお断りする場合があります。）

不織布マスクの着用をお願いいたします。

「とっとり新型コロナ対策安心登録システム」への登録を推奨します。

県外からお越しのお客様は、検査を受検して陰性を確認してから来県をお願いします。

参加するスタッフ・キャストは、毎日検温します。

県外から参加するスタッフ・キャストは、

PCR検査を受診し陰性を確認後、来県します。

各種プログラムの予約・申込受付は8月20日（土）10時より開始します。
右記、予約窓口までご連絡ください。

日時指定あり・全て自由席
右記、窓口にて前日の18:00までにご予約ください。ご予約
順に入場整理番号をお取りします。ご予約いただいたチケッ
トの販売は、プログラム実施当日10時半から開始します。

料金は公演当日、受付にてお支払いください。
会場内へは入場整理番号の順にご案内します。
※ご予約の際には、入場料が無料の方の人数もお知らせください。
※当日券は座席に空きがあった場合にのみ、プログラム実施当日10時半から販売します。
※開演20分前ぐらいから、チケット販売窓口が混み合います。受付の混雑を避けるため、早めにチケットの購入をお済ま
せいただくようお願いいたします。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、特定都道府県からのご来場をお断りする場合、あるいはプログラム
そのものが中止になる場合がございます。

9/15(木)～9/25(日)で鳥取県のお隣、兵庫県の豊岡市を中心として「豊岡演劇祭2022」が開催
されます。9/18(日)・25(日)の2日間、バスで二つの演劇祭を結びます。「演劇祭をはしごする」なん
て楽しみ方も！ 運行の詳細は「麒麟のまち観光局」ウェブサイトにてご確認ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によって、運休する場合もあります。必ず事前にウェブサイトでご確認の上、ご利用ください。

二つの演劇祭を結ぶバスを運行します

「鳥の演劇祭」予約窓口
〈電話〉

0857-84-3268（鳥の劇場）

〈ウェブ〉
www.birdtheatre.org/engekisai/

〈電子メール〉
ticket@birdtheatre.org

チケット・予約 （※料金は中面のプログラム紹介をご覧ください。）

演劇祭を楽しんでいただくために

「鳥の演劇祭15」問合せ窓口（鳥の劇場内）　〒689-0405 鳥取県鳥取市鹿野町鹿野1812-1　〈電話・FAX〉0857-84-3612   〈電子メール〉engekisai@birdtheatre.org

【主催】鳥の劇場運営委員会   【共催】鳥取県  鳥取市   【助成】　　　　　　 令和4年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業／令和4年度 鳥取県 鳥の劇場運営委員会補助金活用事業（一部事業を除く）  【後援】鳥取県教育委員会   鳥取市教育委員会   米子市教育委員会   倉吉市教育委員会   境港市教育委員会   

岩美町教育委員会   若桜町教育委員会   智頭町教育委員会   八頭町教育委員会   三朝町教育委員会   湯梨浜町教育委員会   琴浦町教育委員会   北栄町教育委員会   日吉津村教育委員会   大山町教育委員会   南部町教育委員会   伯耆町教育委員会   日南町教育委員会   日野町教育委員会   江府町教育委員会   

新日本海新聞社   朝日新聞鳥取総局   山陰中央新報社   毎日新聞鳥取支局   読売新聞鳥取支局   産経新聞社   日本経済新聞社鳥取支局   中国新聞鳥取支局   NHK鳥取放送局   日本海テレビ   BSS山陰放送   TSK山陰中央テレビ   共同通信社鳥取支局   時事通信社鳥取支局   日本海ケーブルネットワーク   

いなばぴょんぴょんネット   エフエム山陰   FM鳥取・RADIO BIRD   鳥取県PTA協議会   公益財団法人鳥取県文化振興財団   在大阪・神戸米国総領事館　

『BRECHT ON BRECHT 音楽劇 ブレヒト、ブレヒトを語る』 主催：特定非営利活動法人鳥の劇場   助成：（公財）関西･大阪21世紀協会　

日米合作『パックさんの魔法／美のことなり』    主催：特定非営利活動法人鳥の劇場   共催：独立行政法人国際交流基金   助成：（公財）関西･大阪21世紀協会

鳥のカフェ

毎年大好評の期間限定スペシャルショップが、今年もオープン。俳優・齊藤頼
陽がオススメする鳥取の民芸品、工芸品や食べ物、鳥グッズを集めてご紹介し
ます。みんなが知っている銘品から、なかなか出会えない逸品まで、幅広い品
揃えでお出迎え。プログラム実施日は最初から最後までオープンしますので、
プログラムを楽しむ前はもちろん、楽しんだ後にもゆっくりとご利用いただけま
す。ショップだけの利用も大歓迎！鳥のカフェと合わせて是非ご利用ください。

営業日時：プログラム実施日、最初のプログラム開始の1時間前から最終プログラ
ム終了の1時間後ぐらいまで

鳥の演劇祭セレクトショップ

フェスティバルといえば、美味しいごはんやスイーツ！今年も鳥取市のcafé-nee
にご協力いただき、鳥のカフェがオープンします。
人気のランチプレートの他、テイクアウトできる軽食もたくさんご用意していま
す。カフェだけのご利用も大歓迎です。気軽にお立ち寄りください。

営業日時：プログラム実施日の11:00～19:00
※16、23日は18:00～となります。この日はcafé-neeさん特製のお弁当を販売します！（要予約）

完売の場合は、販売を終了させていただくこともあります。
人気のランチプレートなどはどうぞお早めに！
【販売メニュー】ランチプレート（日替わり）/1,100円（税込）
※ランチプレートは予約可能です。引き換え時間は〈11：00～16：00〉になります。

※その他のメニューは、9月以降「鳥の演劇祭15」ウェブサイトにてお知らせします。

ランチプレートをご予約のお客様には、
演劇祭期間中ならいつでも使える鳥のカフェの割引クーポンをプレゼント！

※ランチプレートのお会計には使用できません。

2022年

9月16日（金）〜10月2日（日）

主会場：鳥の劇場と周辺
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チケット予約受付開始：8月20日（土）10:00

お問合せ先：0857-84-3612（鳥の劇場）

www.birdtheatre.org/engekisai/
【芸術監督】 中島諒人（演出家、鳥の劇場芸術監督） 
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JR鳥取駅・浜村駅と鳥の劇場を結ぶ無料送迎バスを運行します。
どなたでもご利用いただけます。要予約です。
予約は鳥の劇場（0857-84-3268）まで。
※ご乗車はご予約の方が優先となります。
※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、トリバスの乗車前に検温と体調の確認をさせて
いただきます。詳細な情報（運行時間等）は「鳥の演劇祭」ウェブサイトにてご確認ください。

トリバス（無料送迎バス）を運行します 検温所  

駐車場の近くと鳥の劇場、鹿野往来交流館「童里夢」に検温所を設置し、
お客様の検温と体調の確認を行います。
受付時間は朝10時から最終プログラムの開始時刻までです。連絡先の記入
もお願いいたしております。（一部の検温所は15時までの受付になります。）
体調に問題のないお客様には、ご来場日のみ有効なリストバンドを配布いた
します。検温所で配布されたリストバンドを着用されたお客様に限り、イベン
トにご参加いただけます。

不織布マスクの着用

イベントに参加されるお客様は、マスクの着用を
お願いいたします。

とっとり新型コロナ対策
安心登録システム

検温所での検温の前に、登録をお願いいたします。 
※登録のためのQRコードは当日、掲示します。

県外からお越しのお客様は、
検査を受検して
陰性を確認してから
来県をお願いします。

駐車場  

薬研堀駐車場と鹿野町総合
支所駐車場の二ヶ所になり
ます。（旧鹿野小学校校庭は
駐車場としてご利用いただ
けません。）

鳥の演劇祭に
ご参加いただくに
あたって  
鳥の演劇祭にご参加いただく
にあたり、右記の点にご注意、
ご協力ください。

（土日のみ）

（土日のみ）
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鳥の劇場

トイレ 身障者用
トイレ 食事喫茶 駐車場検温所トリバス

停車場所

「週末だけの
まちのみせ」
出店場所

鹿野町map鹿野町map

イベント①：週末だけのまちのみせ　2022年9月17日（土）～10月2日（日）の土日　11:00～16:00
城下町の空き家や空き店舗を利用した出店イベント。秋の鹿野に飲食や雑貨などの「いまだけ・ここだけ」のお店が集まります。鳥の演劇祭会場である旧鹿野小学
校校庭にはキッチンカーが出店予定！毎週土曜日には、河内の「果樹の里山」で“いちじく狩り”や大阪国際大学生考案の“SDGsフットパス”といった体験イベント、
焼き立ての“里山ピザ”の販売も実施予定です。

イベント②：鹿野わったいな祭　2022年9月～10月
毎年秋に鹿野町の地元グループやサークル、各種団体が力を合わせて実施する一大イベントが「鹿野町わったいな祭」です。鳥の演劇祭の開催期間中は鹿野町の文化団体の作品が
鹿野往来交流館「童里夢」にて展示されています。10月23日（日）には、地元の特産品、加工品を販売する「鹿野ええもん市」、河内の「果樹の里山まつり」も開催予定です。

イベントの開催時間、場所等の詳細は、下記にてご確認ください。
イベント① 「週末だけのまちのみせ」  ウェブサイト：smachimise.com  問合せ：NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会  0857-84-1188
イベント② 問合せ：鹿野町わったいな祭実行委員会事務局（鹿野町総合支所地域振興課内）  0857-30-8682

演劇祭期間中、鹿野ではこんなイベントもあります劇場のある鹿野には温泉もあります

■温泉館ホットピア鹿野  
0857-84-2698  ●営業時間／10:00～22:00
露天風呂もある日帰り温泉施設。
隣には採れたて野菜も買える「鹿野おもしろ市場」もあります。

■国民宿舎山紫苑　
0857-84-2211  www.sanshien.jp  ●日帰り入浴受入時間／11:00～20:00
庭園露天風呂、地元の食材を活かした料理が楽しめる温泉旅館。
日帰り入浴の利用も可能です。

鹿野の温泉は「おんな湯」と呼ばれ、肌にやさしいことが特徴。観劇の合間や観劇後にゆったりつかって、汗を流されてはいかがでしょうか。

鹿野町内の
日帰り温泉施設

会場 〈鳥の劇場へのアクセス〉 

■JRを使って  　会場（鳥の劇場）の最寄り駅はJR浜村駅です。
※演劇祭プログラム実施日は鳥取駅と浜村駅、ふたつの駅から送迎を行います。
ご利用の際は、利用人数把握の都合上、必ず事前にご予約ください。

□浜村駅まで ・鳥取駅から、山陰本線、米子方面行きで30分
 ・倉吉駅から、山陰本線、鳥取方面行きで25分
 ・米子駅から、山陰本線、鳥取方面行きで1時間40分

□浜村駅から ・車で15分

■車を使って  　演劇祭期間中は会場近くに案内看板を設置します。
※駐車場は、薬研堀駐車場と鹿野町総合支所駐車場の二ヶ所をご利用ください。

・山陰道 鳥取西道路、浜村鹿野温泉IC・瑞穂宝木ICから約10分
・鳥取空港から約30分
・鳥取市中心部から約30分
・倉吉市中心部から約40分
・米子市中心部から約1時間20分

鳥取県鳥取市鹿野町鹿野1812-1  電話：（0857）84-3268

演劇祭プログラム実施日は、JR鳥取駅・浜村駅から鳥の劇場まで無料送迎バスを運行します。
※利用人数把握の都合上、必ず事前のご予約をお願いします。
詳細な運行時間は、「鳥の演劇祭」ウェブサイトにてご確認ください。

鹿野郵便局

宝木下坂本浜村

水
谷
川

鹿野町農業者
トレーニングセンター

ガソリン
スタンド

ローソン

至
鳥
取

至
鳥
取

至
米
子

幸盛寺

鹿野往来交流館「童里夢」
しかの心

鹿野
ゆめ本陣

鳥の劇場

鹿野学園
流沙川学舎

JA鳥取いなば
鹿野支店

国民宿舎
山紫苑 鹿野

そば道場
鹿野
そば道場

喫茶
アイガー 鹿野町

総合支所

道の駅
西いなば気楽里（きらり）

河内川

鹿野学園
王舎城学舎

薬研堀駐車場
駐車できません

JR浜村駅

浜村鹿野温泉IC

山陰道 鳥取西道路

八束水トンネル

至三朝

9

瑞穂宝木IC
（鳥取方面出入口のみのハーフIC）

温泉館
ホットピア鹿野
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11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00

 10   ／  1
［土］

9  ／   16
［金］

17
［土］

18
［日］

19
［月・祝］

23
［金・祝］

24
［土］

25
［日］

2
［日］

14:00
『BRECHT ON BRECHT 音楽劇 
ブレヒト、ブレヒトを語る』

13:00 / 14:00 / 15:00
小鳥の家族

11:00
逃げるために読むブレヒト

16:30
ドイツの劇作家ブレヒトとアメリカ

14:00
『BRECHT ON BRECHT 音楽劇 
ブレヒト、ブレヒトを語る』

13:00 / 14:00 / 15:00
小鳥の家族

14:00
山陰海岸ジオパークフォーラム 「えっ！ 演劇とジオ？」

11:00
演劇の公共圏について

14:00
日米合作 『パックさんの
魔法／美のことなり』

13:00 / 14:00 / 15:00
小鳥の家族

13:00 / 14:00 / 15:00
小鳥の家族

11:00
カラダで〈詩〉を作ってみよう！

11:00
［演劇］短編戯曲の書き方を学ぼう！

11:00
［音楽］「はじめてのメロディ」

16:00
［映像］モジャと小松の「動画で語ろう」

16:00
［美術］“あいうえお”を脱構築！

13:00
［写真］観る、考える、伝える写真術

13:00 / 14:00 / 15:00
小鳥の家族

13:00 / 14:00 / 15:00
小鳥の家族

11:00
じゆうTBTBコラボの三年の軌跡

16:30
「利他」と表現

17:00
『地獄極楽 妖怪ショー!!』

16:30
一週目まとめの対談

19:00
『老貴婦人の訪問』

19:00
『老貴婦人の訪問』

19:00
『老貴婦人の訪問』

19:00
『老貴婦人の訪問』

19:00
『老貴婦人の訪問』

14:00
日米合作 『パックさんの
魔法／美のことなり』

14:00
タイムスリップツアー『茂子の皆勤賞』
with 小鳥や鳥大生や町の人たち

16:30
アメリカ短編戯曲リーディング

11:00
じゆうTBTBコラボの三年の軌跡

16:30
二週目まとめの対談

19:00
『老貴婦人の訪問』

19:00
『胎内』 自然と共生する舞台芸術
ー世界の未来に向けて

11:00
［演劇］短編戯曲の書き方を学ぼう！

11:00
［音楽］「はじめてのメロディ」

16:00
［映像］モジャと小松の「動画で語ろう」

16:00
［美術］“あいうえお”を脱構築！

13:00
［写真］観る、考える、伝える写真術

14:00
タイムスリップツアー『茂子の皆勤賞』
with 小鳥や鳥大生や町の人たち

16:30
アメリカ短編戯曲リーディング

19:00
『胎内』 自然と共生する舞台芸術
ー世界の未来に向けて

âホワイエ

â鹿野町内

â鹿野町内

âART CUBE クチュールシカノ

â鹿野町内

â鹿野町内・特設野外劇場 âホワイエ â 劇 場

âホワイエ

â鹿野町内

â鹿野町内

âART CUBE クチュールシカノ

â鹿野町内

â鹿野町内・特設野外劇場 âホワイエ â 劇 場

â鳥の劇場周辺・鹿野町内

â鳥の劇場周辺・鹿野町内

â鳥の劇場周辺・鹿野町内

â鳥の劇場周辺・鹿野町内

â鳥の劇場周辺・鹿野町内

â鳥の劇場周辺・鹿野町内

âホワイエ âホワイエ â特設野外劇場â劇場

â劇場 âホワイエ â特設野外劇場

â 劇 場

â鹿野町内

âホワイエ

â 劇 場âホワイエ âホワイエ

â 劇 場âホワイエ âホワイエ

â特設野外劇場

â特設野外劇場

â特設野外劇場

âホワイエ

â特設野外劇場

Schedule 〈スケジュール〉 ■＝上演  ■＝ワークショップ  ■＝トーク  ■＝対談  ■＝関連企画

鳥の演劇祭15 チラシ／W840×H594mm ［表面］

1st 2nd 3rd

About the Production

   For the new production of A Difference of Beauty, written by TBTB’s 

Tatiana RIVERA, the playwright asked American and Japanese actors the 

following two questions and built the script around their answers:

“What do you think is beautiful?”
“When I say you are beautiful, what do you think?”

   Additionally, she asked in detail, “Why do you think that is beautiful?” 
and “Which aspects do you find beautiful?” The second question in 

particular seemed to puzzle the actors, so she conducted detailed 

interviews about “what they think is beautiful” and asked again, “I still 

think you’re beautiful. What do you think about that?”
   Nakashima commented, “Tatiana is a Mexican-American and a minority 

living in the United States with a strong sense of fairness. What’s 

interesting is that instead of preaching about it, she has sublimated it into 

literature in her text.”
   As a dancer and actor with a disability myself, I can say that people with 

disabilities in particular tend to have difficulty finding beauty in their own 

bodies. Documentary theater techniques like this are sometimes used in 

creating theater with diverse cultures and people, and they are effective in 

bringing out the depths of the actors.

   Nakashima points out that the word “beautiful” holds many meanings. 

While “beautiful” is subjective, at times the definition of beauty has been 

used as a mainstream value along with political power. He argues that it 

is meaningful to turn the table and create a work that questions “what is 

considered beautiful” from a universal viewpoint, not only the perspective 

of disability.

   The performance of CTRL L in this production is an actual staging of a 

piece that was created remotely in 2021.

(Interview conducted on August 9, 2022)

＊Reference materials
CTRL L , a Japan–U.S. co-produced video by JIYU Gekijo-Freedom Theatre and TBTB
https://www.youtube.com/watch?v=c6qP__lCE2w

THE CASTING PARTY
A Japan–U.S. co-produced video by JIYU Gekijo-Freedom Theatre and TBTB
https://www.youtube.com/watch?v=1dADg6JgBfk

“BIRD Theatre Festival TOTTORI 15” poster
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PROJECTA Ctrl L / A Difference of Beauty REPORTA

https://www.youtube.com/watch?v=c6qP__lCE2w
https://www.youtube.com/watch?v=1dADg6JgBfk



